
 

TTS-KS-W-5005-5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多回路用漏水検知器 

Ａ Ｄ － Ａ Ｓ － ５ ＲＢＭ 

取 扱 説 明 書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タ ツ タ 電 線 株 式 会 社 

シ ス テ ム ・ エ レ ク ト ロ ニ ク ス 事業本部 

シ ス テ ム ・ フ ォ ト 事 業 部 



 

 

＜＜＜安全にご使用いただくために！＞＞＞ 

                                   警告事項について 

警告ラベル又は下記の警告事項を無視して誤った取扱をすると死亡や重傷を負う 

                恐れがある他、火災・感電・故障の原因となります。 

 

                                       警告事項！ 

    厳禁！ 

    □検知器の改造・分解は絶対にしないで下さい。 

     □施工及び内部の点検は、取扱責任者以外は行なわないで下さい。 

    □水に濡れた手で検知器内部を触らないで下さい。 

    □お手入れの際、有機溶剤の使用は避け乾いたウエスで乾拭きして下さい。 

    □施工後、保守点検以外はＢＯＸの蓋を開けないで下さい。 

 

   確認して下さい！ 

     □機器の定格電圧と電源電圧は機器を取り付ける前に確認して下さい。 

    □施工及び結線は、取扱説明書の本文に記載された方法で行なって下さい。 

    □保守・点検は、取扱説明書の本文に記載された方法で行なって下さい。 

    □制御出力接点を使用される場合は、取扱説明書の接点定格負荷を確認して下さい。 

 

   放置しないで下さい！                         

    □一般の人が容易にふれる場所。 

    □振動、有機ガス、強誘導発生源の近く。 

    □ゴミ、ホコリの多い場所。 

    □水ぬれの恐れのある場所、高温多湿の場所。 

保証について 

   本器は、厳密なる品質管理及び検査を経てお届けしたものですが、万一製造上の不備による自然故障の際は以下の 

規定により、当社が修理またはお取り替えいたします。 

 

保証規定 

   １．無償保証期間（商品引き渡し日から１年間） 

     取扱説明書に従った正常なご使用で、保証期間中に故障した場合は、無償修理又はお取り替えいたします。 

     上記の場合は当社事業部までご用命下さい。 

   ２．保証の適用除外 

     ①保証期間を超えた場合。 

     ②使用上の誤り及び不当な修理や改造による故障。 

     ③お買い上げ後の移動、落下等による故障、又は損傷。 

     ④火災及び天災による故障、又は損傷。 

     ⑤故障の原因が本製品以外に起因する場合。 

     ⑥出張修理に関わる費用（出張料、技術料）。 

≪お客様お問い合わせ先≫ 

  タツタ電線株式会社 システム･エレクトロニクス事業本部 システム・フォト事業部 

   ●商品センター  

〒620-0853  京都府福知山市長田野町３丁目１７番地 

Ｔｅｌ ： ０７７３－４５－６５００       Ｆａｘ ： ０７７３－４５－６５０１ 

   ●テクニカルセンター 

〒619-0216  京都府木津市洲見台６丁目５番１号 

Ｔｅｌ ： ０７７４－６６－５５５１（代表）  Ｆaｘ ： ０７７４－６６－５５５６ 
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   ◇付図－１ 漏水検知器（ＡＤ－ＡＳ－５ＲＢＭ）外形寸法図 

    

◇付図－２ ＣＰＵユニット（ＡＤ－ＡＳ－ＣＰＵ）部品配置図 
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     このたびは、漏水検知器（ＡＤ－ＡＳ－５ＲＢＭ）をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございました。 

ご使用にあたりましては、この説明書をよくお読みの上、正しくご使用下さい。また、この説明書はすぐに取り出せる場所に

置き大切に保管して下さい。 

 

 

１．取り付け方法と取り扱い上の注意 

 

    １－１．取り付け方法 

 

        ベース板の取り付け穴（φ９）にボルト等にて固定して下さい。 

 

 

    １－２．取り扱い上の注意事項 

 

       １）検知器は、温度－１０℃～５０℃、湿度３５％～８５％の範囲でご使用下さい。 

 

２）振動、有毒ガス、強誘導磁界発生電源の近くに設置しないで下さい。誤動作、及び故障の原因となります。 

 

３）電源はプラグ付きコ－ド等のコンセント配線を避け、固定配線を行なって下さい。 

 

       ４）施工後は必ず３項の動作チェックの項目に従ってテストを行なって下さい。 
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２．外部接続 

 

ＣＰＵユニット（ＡＤ－ＡＳ－ＣＰＵ）には、次のような端子台が設けてあります。 

 

 

 

一括制御出力接点端子台
（漏水及び異常）

電源端子台

センサ接続端子台
　Ｎo.１～５

個別制御出力接点端子台
（漏水及び断線）　
　Ｎｏ.１～５

 
 

図－１．端子台配置図 

 

 

    ２－１．電源の接続 

         接続する前に電源電圧が使用範囲内であることを確認し、端子台に確実に接続して下さい。 

         ＊使用範囲外の電圧を入力した場合、動作不良、検知器故障の原因となりますので注意して下さい。 

 

AC100V～200V

 
 

図－２．電源端子台 
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    ２－２．漏水センサの接続 （付図－３、４参照） 

         センサ接続端子台の“Ｓ１”から“Ｓ５”に漏水センサを接続して下さい。なおセンサに極性はありません。 

         例：Ｓ1の場合、Ａ－６とＢ－６に漏水センサを接続して下さい。 

          

（注意事項） 

①センサを接続しない場合、対象となるＤＩＰスイッチを“ＯＮ”の位置に設定して下さい。ＯＮにしない場合断線警報が

出力されます。（注）出荷時のＤＩＰスイッチは“１”の位置に設定されています。 

         ②配線の入替え等を行う際には、検知器の電源を切断した状態で行って下さい。 

③Ａ－1、Ｂ－1は使用していません。漏水センサは接続しないで下さい。 
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図－３．センサ端子台 

 

    ２－３．一括制御出力接点の接続 （付図－３参照） 

         漏水、異常の一括出力（ｃ接点）がありますので、外部制御が必要な場合は接続して下さい。 

 

漏水 異常

COM NC NO COM NC NO
 

 

 

図－４．一括制御出力接点 

 

              漏水     ＣＯＭ－ＮＯ ： １回路でも漏水を検知した場合 閉 

                      ＣＯＭ－ＮＣ ： １回路でも漏水を検知した場合 開 

              異常     ＣＯＭ－ＮＯ ： １回路でも漏水または断線を検知した場合 閉 

                      ＣＯＭ－ＮＣ ： １回路でも漏水または断線を検知した場合 開 

 

 

 

－３－ 



 

 

             ＊接点の動作について 

ＣＰＵユニット上のＳＷ２の設定により警報保持、フェールセーフ機能を有効にすることが可能です。 

＊フェイルセーフ機能を有効にすると、接点の動作は逆に働きます。 

詳細は付図－６および４項 動作チャートを参照して下さい。 

 

             ＊異常の接点について 

               ＣＰＵユニット上のＳＷ２の設定により、断線の発生、復帰時のみ動作するように変更が可能です。 

               詳細は付図－６を参照して下さい。 

 

 

２－４ 個別制御出力接点の接続 （付図－３、４参照） 

            漏水、断線の個別出力（ｃ接点）がありますので、外部制御が必要な場合は接続して下さい。 
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                               図－５．個別制御出力接点 

 

              漏水（Ｒｎ）  ＣＯＭ－ＮＯ ： ｎ回路で漏水を検知した場合 閉 

                       ＣＯＭ－ＮＣ ： ｎ回路で漏水を検知した場合 開 

              断線（Ｄｎ）  ＣＯＭ－ＮＯ ： ｎ回路で断線を検知した場合 閉 

                       ＣＯＭ－ＮＣ ： ｎ回路で断線を検知した場合 開 

 

             ＊接点の動作について 

ＣＰＵユニット上のＳＷ２の設定により警報保持、フェールセーフ機能を有効にすることが可能です。 

＊フェイルセーフ機能を有効にすると、接点の動作は逆に働きます。 

詳細は付図－６および４項 動作チャートを参照して下さい。 
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３．動作チェック 

 

    ３－１．電源の投入（付図－３参照） 

         電源スイッチは－側に倒すとＯＮ、○側に倒すとＯＦＦになります。 

ＣＰＵユニットの電源スイッチを“ＯＮ”状態にし、ＣＰＵユニット上の電源表示ＬＥＤが点灯する事を確認して下さい。 

         点灯しない場合は装置の異常等が考えられます。速やかに電源スイッチを“ＯＦＦ”状態にし弊社にご連絡下さい。 
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                               図－６．電源スイッチ部 

 

 

    ３－２．断線動作チェック （付図－３、４、図－３参照） 

         １）チェックを行う回路のＤＩＰスイッチが“１”側に設定されていることを確認して下さい。 

         ２）電源スイッチをＯＦＦにし漏水センサを中継端子台から取り外し、電源スイッチをＯＮにして下さい。 

         ３）ブザー、断線表示ＬＥＤ、個別接点（断線）が動作します。 

         ４）動作確認後、電源スイッチをＯＦＦにしセンサ及びＤＩＰスイッチを元に戻して下さい。 

＊漏水センサを接続していない回路の場合はＤＩＰスイッチを“ＯＮ”側 

漏水センサを接続している回路の場合はＤＩＰスイッチを“1”側に設定して下さい。 

 

    ３－３．漏水動作チェック （付図－３、４、図－３参照） 

         １）チェックを行う回路のＤＩＰスイッチ側が“1”側に設定されていることを確認して下さい。 

         ２）センサに水道水を滴下して下さい。 

         ３）ブザー、漏水表示ＬＥＤ、個別接点（漏水）が動作します。 

         ４）センサに滴下した水道水はウエス等で拭き取り漏水状態が復帰する事を確認して下さい。 
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４．動作チャート 

 

  ４－１.標準動作チャート  

（＊フェイルセーフ、警報保持をしない設定 ） 

 

       動作チャ－トは図－７を参照  

 

電源スイッチ

電源表示ＬＥＤ

断線検知動作

個別制御出力接点
（漏水：ＣＯＭ－ＮＯ）

個別制御出力接点
（断線：ＣＯＭ－ＮＯ）

ＯＦＦ

ＯＮ

消灯

点灯

ＯＦＦ

開

開

ＯＮ

ＯＦＦ

ＯＮ

ＯＦＦ

閉

開

閉

開

一括制御出力接点
（漏水：ＣＯＭ－ＮＯ）

一括制御出力接点
（異常：ＣＯＭ－ＮＯ）

開

開

閉

閉

開

開

閉

開

漏水検知動作 ＯＦＦ

 

 

 

図－７．動作チャート１ 

 

（注意事項） 

停電時もしくは電源ＯＦＦから再度、電源ＯＮにした場合は電源立上げ時状態に戻ります。 
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   ４－２. 警報保持設定時の動作チャート  

（ 漏水、断線表示、一括制御出力接点、個別制御出力接点を警報保持に設定した場合 ）  

 

動作チャ－トは図－８を参照 

 

電源スイッチ

電源表示ＬＥＤ

漏水検知動作

断線検知動作
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点灯

ＯＦＦ ＯＦＦ
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個別制御出力接点　＊2
（漏水：ＣＯＭ－ＮＯ）

個別制御出力接点　＊2
（断線：ＣＯＭ－ＮＯ）

開

開

閉
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一括制御出力接点　＊1
（漏水：ＣＯＭ－ＮＯ）

一括制御出力接点　＊1
（異常：ＣＯＭ－ＮＯ）

テストスイッチ
(警報解除スイッチ)

 
 

図－８．動作チャート２ 

 

警報保持に設定した場合、テストスイッチ（警報解除）が押されるまで警報を保持をします。 

停電もしくは電源ＯＦＦで、警報保持は解除されます。 

＊1、2 警報保持に設定しない場合は「図７．動作チャート１」を参照して下さい。 
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５．漏水検知レベルの調整 

 

抵抗値／検知感度表示LED回路番号表示LED

0
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B
D
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回路選択スイッチ

（ 1～A ： 1～10回路 ）
 

 

                         図－９．抵抗値／検知感度表示部 

 

    ５-１.調整方法（付図-3、-4、-5、-6参照） 

1） 回路選択スイッチを回し、調整したい回路を選択して下さい。 

2） ＣＰＵユニット上のＳＷ２の１をＯＮにして下さい、検知感度が表示されます。 

（図-９は1回路目の検知感度が５．０ｋΩに設定されていることを表しています。） 

3） 対象となる回路の感度調整用ＶＲを回し、感度表示を見ながら設定したい値に調整して下さい。 

時計周りで感度が高くなり、反時計周りで感度が低くなります。 

なお検知感度は０．５ｋΩ間隔で２．０ｋΩ～９．０ｋΩ±１０％まで調整可能です。 

4） 感度調整がおわりましたら、ＣＰＵユニット上のＳＷ２の１をＯＦＦにして下さい。 

 

当社の検知器は出荷時に漏水センサ（当社製ラインセンサ）の特性に合わせて標準的なレベル（約5ｋΩ）に調整しています。

ポイントセンサ（ＡＤ－ＰＡ）をご使用の場合は、最高感度に設定して下さい。 
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６．警報保持解除の設定 

 

警報解除設定手順 

１． 回路選択スイッチを０にして下さい。（図－１０参照） 

回路番号表示ＬＥＤ及び抵抗値／検知感度表示ＬＥＤが消灯します。 

２． テストスイッチを押すと回路番号表示ＬＥＤ及び抵抗値／検知感度表示ＬＥＤのドットが点滅し 

警報保持の設定が解除されます。（図－10参照） 

 

抵抗値／検知感度表示LED回路番号表示LED
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（ ０ ：警報解除設定 ）

テストスイッチ

 

 

図－１０．抵抗値／検知感度表示部 
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７．保守、点検について 

 

       ◇お客様の設備点検時には、３項の動作チェック項目の検査を実施して下さい。 

         注意）検査を行う場合は、検知器の制御出力接点も動作します。制御出力接点を使用している場合は他の機器 

に影響が出ないように配線を外す等の処置を施して下さい。 

 

       ◇センサにワックス等の油分が付着すると、水をはじいて検知しない場合がありますので注意して下さい。 

 

       ◇センサに吸水性の物質又は導電性の汚水等で汚れた場合は、センサを取り替えて下さい。 
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８．仕様 

  ８－１．定 格 

 

          定格については表－１を参照 

表－１．定格 

項 目                   仕様 

定 格 電 圧                    ＡＣ１００ ～ ２００Ｖ    （５０／６０Ｈｚ共通） 

電源電圧変動範囲                    定格電圧の±１０％ 

消 費 電 力                    １２ＶＡ以下 

制御出力接点                    ＊仕様の８－３項、制御出力接点仕様を確認のこと 

センサ印加電圧                    ＡＣ５．５Ｖ （最大値） 

使用周囲温度                   －１０～５０℃  （ただし、氷結しないこと） 

使用周囲湿度                   ３５～８５％ＲＨ （ただし、結露なきこと） 

 

   ８－２．性 能 

 

     性能については表－２を参照  

表－２．性能 

項 目                   仕様 

センサ回路数                    １０回路 

漏水検知レベル                    ５ｋΩ±１０％   （ ０．５ｋΩ間隔で２～９ｋΩ設定可能 ） 

漏水復帰レベル                    （検知レベル＋２ｋΩ）±１０％以上 

断線判定レベル                    ３０ｋΩ±１０％ 

制御出力接点                    接点 

 構成 

◇一括接点（仕様の８－３項を参照） 

   漏水                 ： １ｃ 

   異常（漏水または断線） ： １ｃ 

◇個別接点 

   漏水                 ： １ｃ×５点 

   断線                 ： １ｃ×５点 

耐 電 圧                    ＡＣ１５００Ｖ （５０／６０Ｈｚ）／１分間 

    （電源端子 ～ 本体ケース間） 

絶 縁 抵 抗                    １０ＭΩ以上  （ＤＣ５００Ｖメガーにて）／１分間 

     （電源端子 ～ 本体ケース間） 

耐ノイズ性                    ±１０００Ｖ パルス幅１μSEC （ノイズシュミレータ）／１分間 

     （各相～ア－ス端子間） 

外 形 寸 法                    (W)２６０×(H)２１０×(D)８６    （単位：㎜ 付図－１参照） 

重 量 ・ 色                    約２．０ｋｇ 、グレー（５Ｙ７／１ 半ツヤ） 

 

  ８－３．制御出力接点仕様 

 

          制御出力接点については表－３を参照 

表－３．制御出力接点仕様 

項       目             抵  抗  負  荷 誘  導  負  荷 

定 格 負 荷             ＡＣ１２５Ｖ ０．４Ａ 

ＤＣ ３０Ｖ ２．０Ａ 

ＡＣ１２５Ｖ ０．２Ａ 

ＤＣ ３０Ｖ １．０Ａ 

最 小 適 用 負 荷             ＤＣ１０ｍＶ １０μＡ    （参考値） 

                                           （リレ－接点：Ｇ６Ｅ－１３４Ｐ－ＵＳ オムロン（株）カタログ値） 
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図
番

名
称

作 成確 認 漏　水　検　知　器
(ＡＤ－ＡＳ－５ＲＢM)
外　形　寸　法　図

TTS-KS-W3170-2

mm

-/-尺度

単位

作成

タツタ電線株式会社  

2010.04

改定日 作成 確認 承認 改訂の理由

230

18
0

21
0

取付穴　４－φ９

ア－ス接続端子

260

10

86

CPUユニット

　ベース板
　　材質 
　　板厚  
　　塗装色　

:  SPCC
:  ｔ ＝ １．６ｍｍ
:  ５Ｙ７／１　半ツヤ　

 



 

作 成確 認承 認 -/-尺度
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付図－２

図
番

名
称

CPUユニット部品配置図

TTS-KS-W3152-3

単位

作成 2010.04

改定日 作成 確認 承認 改訂の理由

動作設定用DIPスイッチ
SW2、SW3

タツタ電線株式会社  

センサ接続／非接続設定DIPスイッチ
＊センサを接続する場合OFF
＊センサを接続しない場合ON

一括制御出力接点端子台
（漏水及び異常一括）

ヒューズ

電源端子台

電源スイッチ電源表示用LED

ディスプレイユニット接続コネクタ

センサ抵抗値／検知感度表示部

感度調整用VR　Ｎo.１～５

増設ユニット接続コネクタ

漏
水

異
常

C
O

M
　

　
N

C
　

　
N

O
C

O
M

　
　

N
C

　
　

N
O

個別制御出力接点端子台
（漏水及び断線）　Ｎｏ.１～５

A
-9

A
-10

B
-9

B
-10

C
-9

C
-10

A
-1

A
-2

B
-1

B
-2

C
-1

C
-2

センサ1 漏水

NO NC COM

センサ1 断線

R1

D1

R5

D5

センサ5 漏水

センサ5 断線

センサ接続端子台　Ｎo.１～５

　A6 - B6  センサ1接続

A
-6

A
-5

A
-4

A
-3

A
-2

A
-1

B
-6

B
-5

B
-4

B
-3

B
-2

B
-1

S-1

S-2

S-3

S-4

S-5

　A5 - B5  センサ2接続

　A4 - B4  センサ3接続

　A3 - B3  センサ4接続

　A2 - B2  センサ5接続

　 A1 - B1  無接続
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付図－３

図
番

名
称

作 成確 認承 認

抵抗値／検知感度部
動作説明

TTS-KS-W3143-2

-/-尺度

単位

作成

タツタ電線株式会社  

2010.04

改定日 作成 確認 承認 改訂の理由

回路番号表示LED ＊1.　抵抗値／検知感度表示LED

0

1

4

8

C

2
3

5
6 7 9 A

B
D
EF

回路選択スイッチ
＊2.　テストスイッチ

1
2

3
4

5
6

7
8

SW2

O
N

＊1.　回路選択スイッチで選択された回路の情報を表示する。
　　　　SW2　DIPスイッチの1番が
　　　　ON  ⇒ 検知感度を表示
         OFF ⇒ センサの抵抗値を表示
　　　　例は1回路目のセンサ抵抗値 20.0ｋΩを表示している。

＊2.　回路選択スイッチで選択された回路に対応する
　　　　表示ユニットのLED、個別制御出力接点の動作確認を行う。

この状態でテストスイッチを押した場合、１回路目の断線表示
LED、漏水表示LED、個別制御出力接点（漏水及び断線）
及び、一括制御出力接点（漏水及び異常）が動作する。      ( 1 ～ 5　：　１ ～ 5回路）

　　　出荷時は"0"に設定、回路番号表示LED、
　　　抵抗値／検知感度表示LEDは消灯
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付図－４

図
番

名
称

作 成確 認承 認 動作切替えDIPスイッチ
説明

(AD-AS-5DRM)

TTS-KS-W3144-3

-/-尺度

単位

作成

タツタ電線株式会社  

2010.04

改定日 作成 確認 承認 改訂の理由

1

2

3

4

5

6

7

8
ブザー動作　設定

一括リレー警報保持 

個別リレー警報保持 

表示LED　警報保持 

フェイルセーフ機能（一括リレー）　＊センサが正常時　リレーが動作

フェイルセーフ機能（個別リレー）　＊センサが正常時　リレーが動作

異常接点の動作切替え

抵抗値／検知感度切替え

OFF　：　動作する　　ON 　：　動作しない

OFF　：　なし　　ON 　：　あり

OFF　：　なし　　ON 　：　あり

OFF　：　なし　　ON 　：　あり

OFF　：　なし　　ON 　：　あり

OFF　：　なし　　ON 　：　あり

OFF　：　漏水と断線のどちらかが発生した場合、異常の接点が動作する。
ON 　：　断線発生時のみ、異常の接点が動作する。

OFF　：　センサの抵抗値を表示する。　　ON 　：　検知感度を表示する。

*SW3 は工場出荷時に設定します、変更しないで下さい。

1
2

3
4

5
6

7
8

SW2

O
N

1
2

3
4

5
6

7
8

SW3

O
N

*SW2を変更すると、表示、リレー等の動作が変更されます。
　不用意に変更した場合、意図しない動作となりますので注意してください。

出荷時の
設定

動作説明

OFF

OFF

OFF

OFF

OFF

OFF

OFF

OFF

番号

  (AD-AS-5DRMの場合は全てＯＦＦ)

 


